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5
月
19
日
、
第
13
回
安
曇
野
市
公
民

館
大
会
が
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
公
民
館
関
係
者
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
市
公
民
館
長
会
の
山

田
賢
一
会
長
が
「
集
う
・
学
ぶ
・
結
ぶ

と
い
う
公
民
館
の
原
点
を
再
認
識
し
な

が
ら
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。
続
い
て
、
公
民
館
活
動
推
進
功

労
者
表
彰
、
地
区
公
民
館
報
表
彰
が
行

わ
れ
た
。
表
彰
団
体
は
次
の
と
お
り
。

　

▼
公
民
館
活
動
推
進
功
労
者
表
彰

　
　

田
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会　

　

▼
地
区
公
民
館
報
表
彰

　
　

最
優
秀
賞　

豊
里
地
区
公
民
館

　
　

優
秀
賞　
　

野
沢
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

牧
地
区
公
民
館

　

田
中
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
は
、
敬
老
会

で
の
昼
食
や
賄
い

の
準
備
、
調
理
、
片

付
け
を
10
年
以
上

に
わ
た
り
行
い
、
田

中
地
区
公
民
館
事

業
の
推
進
及
び
発

展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
。

　

事
例
発
表
で

は
、
下
鳥
羽
古

文
書
を
読
む
会

会
長
の
西
沢
洋

明
さ
ん
が
平
成

30
年
8
月
発
刊

の
「
太
平
洋
戦

争
時
下
の
下
鳥

羽
の
記
憶
」
に

つ
い
て
の
発
表

を
し
た
。
同
会

は
、
地
区
公
民
館
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

て
「
下
鳥
羽
の
古
文
書
を
読
む
」
を
平

成
29
年
11
月
に
発
刊
し
て
お
り
、
今
回

が
2
冊
目
の
発
刊
に
な
る
。

　

下
鳥
羽
地
区
に
生
ま
れ
戦
没
し
た
西

沢
武
雄
さ
ん
が
、
沖
縄
か
ら
疎
開
す
る

学
童
を
乗
せ
長
崎
に
向
か
う
途
中
、
米

国
の
潜
水
艦
か
ら
発
射
さ
れ
た
魚
雷
に

撃
沈
さ
れ
た
対
馬
丸
の
船
長
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
自
分
た
ち
で
調
べ
た
対
馬
丸

遭
難
事
件
や
、
地
区
住
民
の
戦
争
体
験

談
な
ど
を
冊
子
に
ま
と
め
る
中
で
知
り

得
た
こ
と
や
沖
縄
と
の
交
流
に
つ
い
て

語
っ
た
。
西
沢
さ
ん
は
「
活
動
を
通
じ

沖
縄
を
身
近
に
感
じ
痛
み
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
対
馬
丸
記
念
館
に
足
を

運
ん
で
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

豊
科
公
民
館
は
、
5
月
5
日
、
郷
土

の
詩
人
で
あ
る
藤
森
秀
夫
先
生
を
し
の

び
、
童
謡
祭
り
を
開
催
し
た
。
冒
頭
に

豊
科
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、
藤
森
先
生
の
作
品
披
露
が
行
わ

れ
た
。
恒
例
の
「
め
え
め
え
児
山
羊
」

の
全
員
合
唱
も
あ
っ
た
。

　

第
38
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
も
行
わ
れ
、穂
高
南
小
学
校
2
年（
現

在
3
年
）
の
百
瀬
健

太
さ
ん
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。
応
募

作
品
１
７
３
曲
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
受
賞

作
「
飛
び
出
せ
仲
間

た
ち
」
が
穂
高
南
小

学
校
合
唱
部
の
皆
さ

ん
に
よ
り
披
露
さ
れ

た
。

　

演
奏
会
は
第
１
部

が
地
元
演
奏
で
、
豊

科
地
域
の
認
定
こ
ど

も
園
の
皆
さ
ん
に
よ

る
楽
し
く
元
気
な
歌

と「
安
曇
野
市
童
謡
・

唱
歌
を
歌
う
会
」
に

よ
る
懐
か
し
い
歌
が
披
露
さ
れ
、
全
員

合
唱
も
行
わ
れ
た
。
第
2
部
は
招
待
演

奏
で
、
市
内
堀
金
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
山
本
知
佳
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
中
島

加
恵
さ
ん
の
演
奏
が
あ
っ
た
。
か
つ
て

山
本
さ
ん
が
在
籍
し
て
い
た
堀
金
小
学

校
合
唱
部
と
一
緒
に
歌
う
場
面（
写
真
）

も
あ
り
、
会
場
は
温
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

続
い
て
、
松
本
大
学
総
合
経
営
学
部

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
学
科
専
任
講
師

の
向
井
健
さ
ん
が
「
出
会
い
、ま
な
び
、

地
域
を
拓
く
～
住
民
主
体
の
地
域
づ
く

り
と
公
民
館
～
」
と
題
し
て
講
演
を
行

っ
た
。
講
演
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

戦
後
、
地
域
が
荒
れ
果
て
た
状
況
の

中
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
社
会
を
良
く

し
て
い
こ
う
と
、地
域
の
こ
と
を
学
び
、

考
え
る
拠
点
と
し
て
作
ら
れ
て
い
っ
た

公
民
館
。
公
民
館
で
行
わ
れ
る
行
事
や

活
動
に
取
り
組
み
、
協
力
し
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
た
地
域
の
人
々
は
、
自
分
自

身
の
生
活
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
も

支
え
あ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
行
政
機

能
の
充
実
と
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
低
下
し
て
い
く
。

多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
き
て

い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
個
人
の
生
き

方
が
尊
重
さ
れ
な
が
ら
困
っ
た
と
き
に

は
助
け
合
え
る
よ
う
な
緩
や
か
な
つ
な

が
り
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
地
域
の

人
々
の
ニ
ー
ズ

を
聴
き
取
り
、

み
ん
な
で
解
決

す
べ
き
課
題
と

し
て
捉
え
、
分

か
ち
合
い
課
題

を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

第
56
回
童
謡
祭
り

第
13
回
　
安
曇
野
市
公
民
館
大
会
開
催

講
演出

会
い
、
ま
な
び
、
地
域
を
拓
く

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
と
公
民
館

安曇野市

中央公民館
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三
郷
公
民
館
の
す
ぐ
西
側
に
あ
る
三

柱
神
社
は
、
全
国
各
地
に
同
じ
名
前

の
神
社
が
あ
る
が
、
三
つ
の
神
様
を

祀
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
て

い
る
。
村
史
等
に
よ
る
と
、
新し

ん
ら羅
大

神
で
あ
る
新
羅
三
郎
、
諏
訪
大
神
で

あ
る
建た

け
み
な
か
た
の

御
名
方
命み

こ
と、
八
幡
大
神
で
あ

る
誉ほ

ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
尊
が

祭
神
と
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ

も
源
氏
と
そ
の

子
孫
で
あ
る
小

笠
原
氏
が
守
り

神
と
し
て
尊
崇

し
て
い
た
神
々

で
、
神
事
に
用

い
ら
れ
る
紋
所
（
家
紋
）は
小
笠
原
氏

の
三
階
菱
で
あ
る
。

　

創
建
は
永
享
12
（
１
４
４
０
）
年

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
正
平
年
間

（
１
３
４
６
～
１
３
７
０
）に
源
義
光

（
新
羅
三
郎
）
の
子
孫
で
あ
る
小
笠
原

貞
宗
が
勧
請
し
た
と
い
う
説
、
ま
た
戦

国
時
代
に
こ
の
地
を
支
配
し
て
い
た
小

笠
原
氏
の
一
門
で
あ
る
二
木
豊
後
が
天

文
年
間（
１
５
３
２
～
１
５
５
５
）に
建

立
し
た
等
、諸
説
あ
り
定
か
で
は
な
い
。

　

文
化
７
（
１
８
１
０
）
年
の
正
月
に

火
災
で
建
物
と
記
録
文
書
の
一
切
を
焼

失
し
た
が
、
7
月
に
は
本
殿
が
再
建
さ

れ
た
。
ま
た
、
明
治
27
（
１
８
９
４
）

年
に
氏
子
よ
り
石
灯
篭
40
基
と
狛
犬
一

対
の
寄
進
を
得
て

社
域
の
整
備
が
行

わ
れ
た
。
さ
ら
に

大
鳥
居
の
移
設
や

社
域
の
拡
張
な
ど

が
行
わ
れ
、
大
正

3
（
１
９
１
４
）

年
の
遷
宮
、
大
正

13
（
１
９
２
４
）
年
の
社
地
の
拡
張
と

と
も
に
植
樹
の
た
め
の
寄
付
金
を
募

り
、境
内
が
古
昔
の
風
致
に
復
元
さ
れ
、

社
務
所
も
建
設
さ
れ
た
。

　

昭
和
4
（
１
９
２
９
）
年
に
樹
齢

７
０
０
年
を
超
え
る
ハ
リ
ギ
リ
の
木
が
長

野
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
が
、

昭
和
9
（
１
９
３
４
）
年
の
台
風
で
倒

れ
、
拝
殿
を
直
撃
し
た
。
そ
の
切
り
株

は
屋
根
を
つ
け
て
保
存
さ
れ
、
今
に
至

っ
て
い
る
。
拝
殿
は
修
復
さ
れ
る
も
の

の
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
に
は
、
暴

風
で
社
殿
北
側
の
大
木
が
倒
れ
、
ま
た

も
や
本
殿
が
大
破
、
松
本
市
内
田
の
大

神
神
社
の
社
殿
を
譲
り
受
け
て
移
築
し

た
。

　

夏
川
草
介
原
作
、
深
川
栄
洋
監
督
の

映
画
「
神
様
の
カ
ル
テ
」「
神
様
の
カ

ル
テ
2
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
、
櫻
井
翔
演
じ
る
栗
原
一
止
と

宮
崎
あ
お
い
演
じ
る
栗
原
榛
名
が
よ
く

行
く
神
社
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。

「
ハ
ル
さ
ん
お
帰
り
」

「
イ
チ
さ
ん
た
だ
い

ま
」
と
い
う
台
詞
が

印
象
的
で
、
神
社
入

り
口
に
は
ロ
ケ
地
で
あ

っ
た
と
い
う
木
札
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。

地
区
公
民
館
だ
よ
り

倉
田
地
区
公
民
館（
堀
金
）

　

倉
田
地
区
は
、
西
部
の
山
麓
に
あ
る

岩
原
地
区
に
接
し
て
、
現
堀
金
地
域
の

中
央
部
に
あ
る
上
堀
地
区
に
挟
ま
れ
た

小
集
落
で
あ
っ
た
。

　

１
８
０
０
年
代
の
事
で
あ
る
。
小
野

沢
を
端
と
す
る
上
堀
堰
は
下
流
域
住
民

の
飲
用
や
農
用
に
供
す
る
上
、
使
用
制

限
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
困
惑
し
た
倉

田
住
民
は
、
松
本
藩
へ
願
い
出
て
、
現

松
本
市
島
々
谷
に
落
ち
る
冷つ

め
た
ざ
わ沢
よ
り
小

野
沢
へ
取
水
、
さ
ら
に
倉
田
堰
へ
と
導

水
に
成
功
。（
こ
の
一
連
の
工
事
内
容

は
倉
田
地
区
公
民
館
内
に
掲
示
）
そ
の

後
、
平
穏
に
経
過
し
た
こ
の
地
に
、
昭

和
30
年
代
に
変
化
が
起
こ
る
。
広
域
土

地
改
良
整
備
事
業
に
よ
り
、
田
畑
・
用

水
路
・
道
路
、
さ
ら
に
生
活
水
準
ま
で

も
変
わ
り
、
老
朽
し
た
倉
田
集
会
所

は
、
昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
上
堀

地
区
の
賛
助

を
得
て
公
民

館
を
建
設
し

た
。
更
に
、

人
口
増
加
に

よ
り
、
手
狭

に
な
っ
た
た

め
、
16
年
後

の
平
成
7

（
１
９
９
５
）

年
に
、
農
村

生
活
向
上
の

趣
旨
を
盛
り

込
み
、
助
成

金
を
得

て
、
現
在

の
公
民
館

が
再
建
さ

れ
た
。
周

囲
は
駐
車

場
と
、
唯

一
の
ご
み

ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
道

を
隔
て
て

倉
田
公
園

が
あ
り
、

近
く
に
は
南
安
曇
農
業
高
校
の
「
日
輪

舎
」
が
あ
る
烏
川
農
場
も
あ
る
。

　

地
区
で
一
番
大
き
な
行
事
は
納
涼
祭

で
あ
る
。
雨
天
の
場
合
は
公
民
館
で
行

う
が
、
天
気
が
良
け
れ
ば
倉
田
公
園
で

行
う
。
大
人
と
子
ど
も
が
互
い
に
立
場

を
理
解
し
合
っ
て
、
時
間
や
持
ち
場
を

厳
守
す
る
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
大
勢

の
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
堀

金
公
民
館
主
催
の
運
動
会
や
冬
季
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
は
、
な
か
な
か
人
が
集

ま
ら
な
い
。そ
ん
な
運
動
競
技
の
中
で
、

堀
金
一
周
駅
伝
大
会
で
は
、
近
年
高
順

位
を
保
ち
、
2
年
連
続
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
、
他
地
区
か
ら
の
転
入
者
や

同
地
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
た
ち

が
、
こ
れ
か
ら
の
倉
田
地
区
を
盛
り
あ

げ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

ま
た
、
有
志
の
好
意
に
よ
り
月
2
回

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
店
を
開
い
て
い

る
の
で
、
高
齢
者
や
独
居
者
の
方
々
も

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
倉
田
地
区
公
民
館
長　

藤
原　

秀
勲
）

三み
は
し
ら柱

神
社（
三
郷
・
明
盛
）

古
き
を
尋
ね
て

�

納涼祭（マスのつかみ取り）
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グ
ル
ー
プ
紹
介

　
「
安
曇
野
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ
」

は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
の
安
曇
野
市
で

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
発
足
し
た
。

　
「
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
」
は
、
ス
イ
ス
な

ど
の
民
族
楽
器
で
、
長
さ
は
３
ｍ
以
上

あ
る
。
ア
ル
プ
ス
の
チ
ロ
ル
地
方
の
牧

童
が
放
牧
さ
れ
た
牛
や
山
羊
を
呼
ぶ
時

や
、
隣
の
集
落
へ
の
伝
達
手
段
と
し
て

用
い
ら
れ
た
道
具
が
起
源
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

一
本
の
長
い
筒
で
あ
る
こ
の
楽
器

は
、
た
だ
吹
い
て
音
を
出
す
こ
と
は
で

き
て
も
、
音
を
変
え
る
た
め
の
ピ
ス
ト

ン
な
ど
の
装
置
が
な
い
た
め
に
音
程
を

変
え
る
の
は
難
し
い
。
日
本
で
は
既
製

品
は
ほ
と
ん
ど
販
売
さ
れ
な
い
た
め

に
、
檜
や
杉
な
ど
の
根
曲
が
り
の
木
や

間
伐
材
を
く
り
ぬ
い
て
手
作
り
す
る
人

が
多
い
よ
う
だ
が
、
私
た
ち
は
ス
イ
ス

の
職
人
が
作
っ
た
も
の
を
輸
入
し
て
使

っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
こ
の
楽
器
の
他
に
「
カ
ウ

ベ
ル
」
も
使
う
。
本
来
は
チ
ロ
ル
地
方

の
牛
の
首
に
付
け
ら
れ
た
ベ
ル
を
音
階

順
に
並
べ
て
演
奏
す
る
。 

　

ク
ラ
ブ
は
こ
れ
ま
で
、
安
曇
野
の
碌

山
忌
、
早
春
賦
祭
り
、
安
曇
野
ド
リ
ン

ク
フ
ェ
ス
タ
、
豊
科
近
代
美
術
館
バ
ラ

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
ス
イ
ス

村
や
大
王
わ
さ
び
農
場
な
ど
の
主
要
観

光
地
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
昨
年
か
ら
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
で
も
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
ラ
ン
ナ
ー
の
応
援
と
い
う
よ
り
か

え
っ
て
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
声
を
か
け
て
貰

っ
て
こ
ち
ら
が
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い

る
。
演
奏
活
動
の
お
か
げ
で
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ

ん
の
方
と
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
は
、
福
祉
施
設
な
ど
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
演
奏
や
子

ど
も
た
ち
と

交
流
を
し
て

い
き
た
い
。

　

私
た
ち
の

演
奏
を
聴
き

た
い
方
は
、

代
表
へ
お
電

話
く
だ
さ

い
。
ク
ラ
ブ

の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
も
あ

る
の
で
活
動

の
様
子
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
代
表
・
伊
藤
由
佳　

　

０
９
０
・
５
１
９
２
・
５
６
３
８
）

　

高
校
教
諭
と
し
て
42
年
間
の
教
員
生

活
を
終
え
、
退
職
し
既
に
10
有
余
年
が

た
つ
現
在
、
私
は
体
調
を
崩
し
6
年
越

し
の
闘
病
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
元
気

な
時
は
専
門
の
古
典
や
書
道
を
始
め
、

俳
句
や
相
撲
に
興
味
関
心
の
幅
を
広
げ

活
動
し
て
き
た
。

　

特
に
俳
句
は
、
地
元
の
「
豊
科
き
さ

ら
ぎ
俳
句
会
」（
笠
原
蜻せ

い
れ
い
し

蛉
子
会
長
＝

当
時
＝
）
に
入
会
し
て
40
年
、
薫
陶
よ

ろ
し
き
を
得
て「
万
緑
」（
中
村
草
田
男

主
宰
＝
当
時
＝
）
の
同
人
に
推
挙
さ
れ

た
。
俳
句
の
指
導
者
と
し
て
、
公
益
社

団
法
人
俳
人
協
会
長
野
県
支
部
の
会
員

と
し
て
幾
多
の
句
会
に
参
加
し
て
い
る
。

　

な
か
ん
ず
く
、
私
が
一
番
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
、
小
・
中
学
校
の
児
童
及

び
高
校
生
対
象
の
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ュ
ニ

ア
俳
句
」で
あ
る
。昭
和
46（
１
９
７
１
）

年
か
ら
今
年
で
通
算
58
回
目
に
な
る
豊

科
地
域
俳
句
大
会
は
、
合
併
前
か
ら
毎

年
、
秋
の
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る

俳
句
大
会
も
「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」
が
新

設
さ
れ
、
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
。

昨
年
は
、
11
月
18
日
に
安
曇
野
市
在
住

の
小
・
中
・
高
校
生
の
成
績
優
秀
者
に

対
し
て
盛
大
に
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
１
０
０
０
人
を
超
え
る
投
句
者
が

あ
り
、
年
々
関
心
も
高
ま
り
、
ジ
ュ
ニ

ア
俳
句
が
軌
道
に
の
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
豊
科
・
穂

高
地
域
だ
け
で
な
く
、
明
科
・
堀
金
・

三
郷
地
域
の
児
童
・
生
徒
の
投
句
を
募

集
し
、
全
市
あ
げ
て
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

の
俳
句
大
会
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
今
ま
で
以
上
に
ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
の

充
実
、発
展
を
さ
せ
て
い
く
努
力
を
し
、

全
市
的
な
俳
句
大
会
に
な
る
こ
と
に
よ

り
交
流
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
各

学
校
の
先
生

方
の
取
り
組

み
と
、
熱
心

な
る
ご
指

導
、
ご
鞭
撻

と
保
護
者
の

さ
ら
な
る
ご

協
力
を
お
願

い
す
る
次
第

で
あ
る
。

私
は
一
生
懸
命

安
曇
野
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ

公益社団法人俳人協会長野県支部会員
西村紘文さん（豊科）

絵：加々美　豊
花：ハナショウブ
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明
科
公
民
館
は
5

月
31
日
に
「
ワ
イ
ン

と
音
楽
の
夕
べ
」
を

開
催
し
、
約
50
人
が

参
加
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
銀

座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で

ソ
ム
リ
エ
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
花
岡

純
也
さ
ん
を
講
師
に

「
長
野
県
産
ワ
イ
ン

の
未
来
と
食
事
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」

と
題
し
た
講
演
を
聴
講
し
た
。そ
の
後
、

明
科
天
王
原
で
生
産
し
た
ワ
イ
ン
を
試

飲
、
食
事
を
し
な
が
ら
、
モ
ダ
ン
デ
ュ

ー
ク
ス
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を

楽
し
ん
だ
。「
明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ

う
か
い
！！
」
の
サ
ロ
ン
部
会
が
力
作
し

た
コ
ロ
ッ
ケ
や
お
で
ん
を
つ
ま
み
に
、

参
加
者
は
舌
も
耳
も
酔
い
し
れ
た
。

　

4
月
12
日
、
本
年

度
の
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
の
開
講
式
が
三
郷

公
民
館
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

は
、
就
園
前
の
子
ど

も
と
親
の
交
流
を
図

る
自
主
的
運
営
ク
ラ

ブ
で
、
三
郷
公
民
館

な
受
講
理
由
を
含
め

て
自
己
紹
介
を
し

た
。

　

講
師
か
ら
、
フ
ラ

（
ハ
ワ
イ
語
で
ダ
ン

ス
）
の
魅
力
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
ハ
ワ
イ
ア
ン
ソ
ン

グ
に
癒
さ
れ
な
が
ら
楽
し
く
踊
れ
る
上

に
健
康
と
脳
活
に
役
立
つ
と
い
う
説
明

を
受
け
た
。
そ
の
後
、
ま
ず
は
ス
テ
ッ

プ
か
ら
、そ
し
て
手
の
動
き
を
学
ぶ
と
、

早
く
も
フ
ラ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

よ
う
だ
。

　

堀
金
公
民
館
は
5
月
26
日
、
堀
金
図

書
館
と
共
催
に
よ
り
「
ふ
る
さ
と
常
念

の
里
講
座
・
山
物
語
」
を
開
催
し
、
60

人
余
が
出
席
し
た
。

　

雪
形
を
50
年
間
追
い
続
け
て
い
る
写

真
家
で
Ｍ
Ｇ
プ
レ
ス
記
者
の
丸
山
祥
司

さ
ん
が
「
安
曇
野
に
春
を
告
げ
る
常
念

坊
と
、
伝
承
文
化
の
信
濃
の
雪
形
」
の

講
演
を
行
っ
た
。
安
曇
野
の
伝
説
や
民

話
と
結
び
つ
い
た
常
念
岳
の
雪
形
「
常

念
坊
」の
、風
土
に
良
く
似
合
っ
た
風
情

と
リ
ア
ル
な
姿
は
全
国

に
類
が
な
い
と
い
う
。

常
念
岳
の
名
前
の
由
来

と
言
わ
れ
る
徳
利
を
下

げ
た
常
念
坊
の
雪
形

は
、
田
植
え
の
時
期
を

知
ら
せ
た
と
い
う
農
事

暦
と
さ
れ
て
き
た
。

　

穂
高
公
民
館
は
5
月
20
日
に
初
回
の

「
気
軽
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」
を
開
催

し
た
。
講
師
は
安
曇
野
市
・
白
馬
村
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ａ
代
表
の
宮
澤
咲
子
さ
ん
。
初
心
者

対
象
の
こ
の
講
座
は
全
5
回
開
催
で
、

現
代
フ
ラ
の
１
曲
「
ハ
レ
イ
ヴ
ァ
・
フ

ラ
」
が
踊
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
、

仲
間
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

14
人
の
参
加
者
は
、
健
康
の
た
め
、

優
雅
な
踊
り
に
魅
了
さ
れ
て
な
ど
様
々

の
講
座
と
し
て
、
本
年
度
で
30
周
年
に

な
る
。

　

申
込
者
は
、
保
護
者
と
未
就
園
の
１

歳
か
ら
3
歳
の
子
ど
も
で
、
計
39
組
82

人
だ
。
昨
年
も
参
加
し
た
人
は
、
新
入

ク
ラ
ブ
員
に
、
積
極
的
に
話
し
か
け
た

り
、
丁
寧
に
質
問
に
答
え
た
り
し
て
い

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
気
に
入
っ
た
お

も
ち
ゃ
で
仲
良
く
遊
ぶ
子
や
、
な
か
な

か
お
母
さ
ん
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
子
が

い
た
。
今
後
は
週
１
回
、
3
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
１
年
間
活
動
を
し
、
積
極

的
な
交
流
を
目
指
す
。

　

豊
科
公
民
館
は
、
4
月
13
日
、
豊
科

地
域
公
民
館
役
員
研
修
会
を
開
催
し

た
。

　

講
演
は
、
前
真
々
部
地
区
公
民
館
長

の
槙
石
茂
幸
さ
ん
た
ち
に
よ
る
「
初
め

て
作
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
あ
る
。

槙
石
さ
ん
は
、
昨
年
、
館
長
就
任
と
同

時
に
行
事
の
見
直
し
を
図
る
べ
く
「
次

世
代
提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
更
新
を
継

続
す
る
こ
と
を
提
言
の
ひ
と
つ
と
し

た
。
実
際
に
「
誰
で

も
・
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
」
公
民
館
活

動
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
、
区
民
に

活
用
し
て
も
ら
って
い

る
こ
と
を
話
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
の

取
り
組
み
を
興
味
深

く
聞
い
て
い
た
。

　

4
月
か
ら
公
民
館
報
記

者
と
な
っ
た
が
、
自
分
に
務

ま
る
か
不
安
で
あ
る
。
不

安
と
言
え
ば
、
昨
今
の
気
候
変
動
の
激

し
さ
。
冬
の
降
雪
が
少
な
く
、
暖
か
く

な
る
の
も
早
い
か
と
思
い
き
や
、
春
先

の
積
雪
や
遅
霜
、
5
月
に
は
安
曇
野
市

で
も
記
録
を
塗
り
替
え
る
よ
う
な
高
温

が
続
い
た
。
農
作
物
へ
の
影
響
の
み
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
体
調
に
も
大
き
く
影

響
し
そ
う
で
あ
る
。　
　
　
（
Ｋ･

Ｙ
）

ワ
イ
ン
と
音
楽
の
夕
べ

友
だ
ち
出
来
る
と
い
い
な

常
念
坊
と
信
濃
の
雪
形

欅

気
軽
に
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